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○
選
任

（
敬
称
略
）

収
入
役

塩

谷

武

司

○
選
挙
お
よ
び
選
任

議

長

船

橋

義

明

副

議

長

岡

田

文

雄

第
二
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
四
月
一
日
に
開
か
れ
、
収
入
役
の
選
任
同
意
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

な
ど
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
議
会
運
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会
】

委

員

長
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関
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長

長
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安
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委

員

太

田

俊

彦

〃

安

田

敏

雄

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

委

員

長

安

田

敏

雄

副
委
員
長

山

川

壽
太
郎

委

員

長

野
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美

〃

船

橋

義

明

〃

棚

橋

愼

司

〃

田

島

清

美

〃

伊

藤

功

【
民
生
建
設
常
任
委
員
会
】

委

員

長

太

田

俊

彦

副
委
員
長

伏

屋

隆

男

委

員

安

達

一

愿

〃

尾

関

洋

治

〃

岡

田

文

雄

〃

山

田

穆

〃

川

島

功

士

ま
た
、
同
日
可
決
さ
れ
た
案
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
笠
松
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て職

員
の
給
与
控
除
に
関
し
て
の

条
文
整
理
を
行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
県
の
制
度
変
更
に
伴
い
、
六
十

九
歳
老
人
医
療
費
助
成
対
象
者

の
所
得
制
限
を
変
更
す
る
も

の
。

・
老
齢
福
祉
年
金
所
得
制
限
の
準

用
か
ら
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
に
改
め
る
。

▽
笠
松
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

羽
島
郡
広
域
連
合
の
設
立
に
伴

い
、
字
句
の
整
理
を
行
う
も
の
。

第
二
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
で
同

意
を
得
て
、
四
月
一
日
に
塩
谷
武
司

氏
が
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
三
十
一
日
、
松
原
収
入
役
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
町
職
員
を
四
十
一
年
、
収

入
役
と
し
て
四
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
収
入
役
に

塩
谷
武
司
氏

松
原
収
入
役
が
退
任

第
二
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

第
二
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

議

長

船

橋

義

明
氏

副
議
長

岡

田

文

雄
氏

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
の
ご

推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
町
議
会

議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光

栄
と
存
じ
感
激
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

就

任

あ

い

さ

つ

議
長

船

橋

義

明

高
度
情
報
化
、
ペ
イ
オ
フ
解

禁
、
学
校
週
五
日
制
な
ど
、
世

の
中
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
今
日
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
や
合
併
問
題
、
地
球
規
模
で

深
刻
さ
を
増
し
つ
つ
あ
る
環
境

問
題
な
ど
、
行
政
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
や
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
現
今
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
で
時
代
の
変

化
を
鋭
敏
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
に
、

山
積
し
て
い
る
重
要
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、

責
務
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
微
力
な
が
ら

「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
の
信

条
の
も
と
に
、
町
の
発
展
と
町

民
の
皆
様
の
幸
せ
を
念
じ
、
議

会
と
町
執
行
部
が
一
丸
と
な
り
、

よ
り
住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て

誠
心
誠
意
、
努
力
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

▲職員に見送られ庁舎をあとにする松原さん


